
野
良
猫
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
増
加
を
受
け
て

　

特
定
の
飼
い
主
が
い
な
い
猫
に

対
し
て
、
地
域
の
住
民
た
ち
が
世

話
を
し
管
理
す
る
猫
の
こ
と
を
地

域
猫
と
言
い
ま
す
。「
む
さ
し
の

地
域
猫
の
会
」
は
、
野
良
猫
に
不

妊
・
去
勢
手
術
や
、
餌
や
り
、
清

掃
な
ど
の
適
正
な
飼
育
管
理
を
施

す
こ
と
で
地
域
猫
と
位
置
づ
け
、

猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ

と
や
人
と
猫
の
共
生
を
目
的
に
、

市
環
境
政
策
課
と
協
働
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

フ
ン
や
オ
シ
ッ
コ
を
さ
れ
て
困

る
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
数
が
増
え

て
い
る
、
さ
か
り
や
け
ん
か
の
鳴

き
声
が
う
る
さ
い
、
餌
を
与
え
る

人
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
…
…
。
野
良

猫
の
い
る
地
域
で
は
そ
の
よ
う
な

問
題
か
ら
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
近
年
、
武
蔵
野
市
域
に
お

い
て
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、

こ
の
会
の
設
立
の
背
景
と
な
り

ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
の

理
解
を
目
指
し
活
動
中

　

会
に
よ
る
地
域
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
は
年
間
約
１
３
０
匹
、
猫

の
譲
渡
で
は
年
間
約
１
５
０
匹
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、バ
ザ
ー

や
青
空
市
な
ど
で
積
極
的
に
活
動

を
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
昨
秋
に
は
、

猫
カ
フ
ェ
、
猫
グ
ッ
ズ
の
店
の
協

力
を
得
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
「
吉
祥
寺
ね
こ
祭
り
」
も
開
催

し
ま
し
た
。

 

「
多
く
の
方
の
寄
付
や
市
の
助
成

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
活
動
の
継
続
が
大
変
で

す
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
ご
理
解

を
得
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

（
同
会
会
長
・
今
村
佳
子
さ
ん
）

むさしの地域猫の会

人
と
猫
の
地
域
で
の

共
生
を
目
指
し
て
、

猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

減
ら
そ
う
と
活
動
し
て
い
る
、

む
さ
し
の
地
域
猫
の
会
。

「
不
幸
な
猫
を
少
し
で
も
な
く
し
た
い
」

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、

会
員
た
ち
の
献
身
的
な
取
り
組
み
が

続
い
て
い
ま
す
。

W市 民 の A

左から副会長の大越幸子さん、会長の今村佳子さん、
副会長の門脇マリ子さん

むさしの地域猫の会 プロフィール
2006年9月発足。現在、会員173 名（サ
ポーターを含む）。会員およびサポーター（資金
援助中心）募集中！

問
武蔵野市環境政策課 
☎0422-60-1842

むさしの地域猫の会 
☎090-1200-4626
http://musashinocat.cocolog-nifty.com/

当日、もし気に入った猫ちゃんがいた場
合には、 エントリー用紙に連絡先などの
必要事項を記入していただき、 後日、面
談の上での引き渡しとなります。

場所：井の頭公園
　　　野外ステージ
日時：4月24日（日）
        午後2時〜3時30分

春の譲渡会を開催します

昨年、井の頭公園で開催された譲渡会では、50匹の
里親が決まりました
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●取材・コピー/加藤伸一、さくらい伸、柳澤美帆、山口 剛
●撮影/石原敦志、遠藤直次、中西多恵子、細谷忠彦
●デザイン/株式会社タクトデザイン事務所
●編集・広告/株式会社文化工房
●企画・発行/武蔵野市
●印刷/株式会社雄進印刷
●問い合わせ先　武蔵野市企画政策室広報課
　　　　　　　　☎0422-60-1804

ちょっとした工夫で、目からウロコ。暮らしが便利になったり、楽しくなっ
たり、エコにつながったり。そんな暮らしにまつわるさまざまなアイデア
をお届けします。今回は、吉祥寺東町在住の深井信子さんに伺いました。

捨てるの待った！ 不要品を使って作る便利グッズ

読者からのお便り
『季刊むさしの』についてのご意見・ご感想・まちの話題など。

深
ふか

井
い

信
のぶ

子
こ

さん

コープとうきょう武蔵
野市コープ会代表。
廃品や古布を利用し
た手作り品などを提
案。折り紙の指導など
も行っている。

今回のアイデア提供者

　皆さんのご家庭での“くらしのアイデア”を募集します。採用された方は、
このコーナーでイラストを交えて紹介させていただきます。郵送、FAXま
たはEメールにて、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、「くらしのアイデ
ア係」あてにご応募ください。

郵送 〒180-8777 武蔵野市役所広報課　　FAX  0422-55-9009
Eメール  sec-kouhou@city.musashino.lg.jp
※採用された方には編集部から連絡をさせていただきます。

　　　ご協力いただいた方の個人情報は、他の目的に利用しません

あなたの“くらしのアイデア”を募集します！

今回の
アイデア

新聞紙や折り込みチラシなどで紙の箱を作り、ストックしておきましょう。
調理の際の生ごみや、果物をむいたときの皮、落花生の殻などを入れて、
そのまま濡らさず捨てられます。

普段豆腐はスーパーで買うのですが、
たまたま通りかかった豆腐屋で買った豆
腐がとてもおいしくて驚きました。こう
いう店が街をつくっているんだなと思い
ました。

（30代男性　三鷹市）

武蔵野プレイスの中にどんな施設がで
きるのか楽しみです。

（10代女性　関前）

武蔵野市内に長く勤めていたが、その
現在、過去を知りたいものがたくさんあ
る。それを一つ一つ取り上げてほしい。

（60代男性　中野区）

じょうずなゴミの出し方など。他の方た
ちのイチオシのやり方を知りたいです。

（50代女性　吉祥寺本町）

環境について呼びかけるような記事は、
環境問題をくいとめるためにこれからも
続けてほしいです。

（10代男性　羽村市）

この季刊むさしのを持って中央公園に行
きました。季刊むさしのを持って散策す
るスポットを多く紹介してほしいです。

（60代男性　御殿山）

縮んでしまって着なくなったニットなど
を活用。ニット素材を芯にしたキルトの
ティーポット敷きなら、保温性も十分。
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